
骨密度の国際比較とカルシウム摂取の役割、
ム .. 

、 東京都恋人医療センター隊長折 茂 護

官

研究目的

f号殺重喜慈l主主E歯舎に伴号骨量の病的減少に基づく疾患であるかその善幸疫には複数の凶予が!l1まいに影

響撃をおよほしながら伶帰しているとj患われるO'すなわち本症の後疫には泌総、遺伝、栄護者、ライフス

タイル、内分泌的重要還など様々な要習が環与じていると考えられる。これらは働総務絞め危険滋子、

あるいは予防扇子として把握され、大きく遺伝的恵子と環境E母子とに分類ナることができる。これら

の秘主L際係を?:Ilることは管主主義遺症の予紡や治療に必要なことである。本塁斉究でi土、，ます袋、透伝的事苦祭

のことなる段本人女性とブラヅル人について、身体各部伎の管量をよと絞し、さらにカルシウム主護者支護憲

として議姿さと佼援を点める牛乳主要取釜と骨量との潔逮を検討した。

研究の方法

対象:ブラジル主主主主の白人女性についてはお目。 Aleg記{議事毒豹3O)3[)にあるIns長tuteof Geriatrics of 

PUC unive路ityを君主れた女伎を、 B2ド人女性については、東京大学医学部老年病学教室または東京都者

入室長室襲センタ…を紛れた女後を対象とした。ブラジル在住日本人 (B系ブラジル人}は日本人移民協

会の機関まきを滋じて、ボランテイアを毒事った。これらの人々については日本で出生し、疾患を持たず、

治療をうけていないこと令必須条件とした。

f雪草野宮霊視1)笈:H警機、火器草分芸員総ならびに会身の骨密度iまLunar社DPX-Uこよるdualenergy X-回yabsor-

ptiometry (DXA)でi測定した。会身のf争議isll5Eをブラジル人女性1，176名、日本人女性1，690名につい

て、勝宇佐の管鐙測定をそれぞザ1.3，876入、 3，370入、大腿骨頚昔sの骨量測定をそれぞれ4，467名、 1，141

名について行った。ぞれぞれのpopulationについて年齢腐ごとに各部伎の骨量の推移を検討した。

骨盤におよlます牛乳摂取の彩警察:235~のヅラジル人女性について牛乳摂取状況をアンケートで尋

ねた。対象を牛乳桜取状況によって 3哲学に分類した。務 l者約ま牛乳を摂取しない群 (n=旬、 55.0:t

13.3歳)、第2若手は一日ーカッフ。飲t.r著者 (n口 33、61.2士13.4産量)、第3群は.B--カップ以上摂取す

る者 (n月 134、59.3土10.6産量)であるσすべての対象穏につきDXAIこで会身ならびに身体各所の骨量

を測定し、若手間で、比較した。 dらにこれらの対象については管折機患者援についても鶏査し、若手間で比

較したi

結 果

'0本人女性、ブラジル人女性、設系ブラジlレ人の森喜をと手事3撃を若手章者主事iこ比事査した(table1、ゐ 2)。

その結巣、知吉本人とブラジ)v人の比較では、どの王手議事においでもヅラジル人の身袋、体3震が百本人の

数鑑をよ笛っていた。一方L尽き客人女性と段系ブヨジル人で、は発袋、手名義ともほぼすべての年後惑で
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考書言設ま震がなく、体字書の決定における遺伝的手軽図(1)1重要数がうかがわれた。

tぬ，Je3はtot読むodyscanで縛られた、全身{柏talbody)、立翼連まい路niu回、ア絞 Oeg)の骨密度{平

均j洗練滋偏差)である。自gu問 Iに示すように、全身管察、E変iま各年骨骨!後ともブラジル人女性の骨密度

が関本人女般の骨密度を上回っていた(百gure1 a)。しかしながら、管後度測定偵を身長と体重で補

iEしたのちに比較すると、この差は小さくなり、特に若年綴においては有意主主が消失した(古gure'lb)。

受賞畿の脅宅密度についても問様なことが認められたが、身長と体主誌での補正後も有意差は概ね保たれた

{誌が柁2a、2b)。さらに、下段、療機については、傍若手総腐ともブラジル人女性の骨密度が日本人

女伎の骨後疫を上回っていたがれゐle4)、身主主と手本3震での争議iE1i麦』こl土、有意差iま消失した (figure3、

針。大島量管近f宣告官(table5)では大慾脅主要総{詰gure5)，と事王子議¥(fig祖母6) とでは骨密度の身長お

よび体霊童による補正の影響告さ異なっていた。

35~(1)ブラジル人女性について牛乳摂取状況によって 3 若手に分類した。第 1 苦手は牛乳を摂取しない

若手{盟諸63、55.0:1:13. 3議}、第2務は-8ーカァブ飲む者 (n=33、61.2:1: 13.4歳}、要事3裁は-8-

7J '7ブ以上摂取する考 (n=l34、5ゑ3:抗告.6絞}である。これらの森喜善でDXAで言設定した全身なら

びに身体各所の骨量を比較した。 table6 Iこ示すように、第 3重孝 (gr四 pl)の年書舎が偽書事に比較し司?

若く、体重量は低かった。身長と体重で事選iEしたf号機E震は全身、頭重量、脊椎について第 I毒事で荷主主にまま

俄であった。さらに骨折襟怠率についても総貸したところ、第I群で5.6%、第2毒事で0%、害事3襲撃

で'0.9%と、第 I群での権恵、率がR奇かった (table7 )。

考察

本研究において大きな母集団について背後E置が測定され、日本人女性の加齢にともなう骨量置のt能移

に自書する基礎情報が得られた。ブラジル人火伎の身体各部f立の骨量は各年齢層ごとに日本人女倣のそ

れを上回っていた。しかしながら、渡遣を管以外の部伎については、身長、体重といった体燃の援;j'f"(:'

事事亙するとこれらの蓬iむふさいものになった。受葉室豪脅の脅密度i主体格によってはtiおされす袋、議愛{公約

E喜子に大きく依存することが示唆された窃綴釜努(1)脅密度が脅代裁の遺伝的背禁における室長をoc署名す
ることが示唆され、 f号代護者研究(1)崩事:etor喜朗iこなちうることが示唆された。

骨粗霊き疲発疲重要機として(1)5話番菱電詳約E喜子(1)中でカルシウム摂取は大きな役畿をはたち九本義若気にお

いては、沈較的少数のき長関ではあるが、プラジル人女性の骨量維持ならびに土器滋、さらにはf幸子廷の予

防に有用であることが示唆された。これらの点については他の環境殴予の解析を含めて、多角喜きな検

討が必要である。岡本人のカルシウム-8必聖書量は約8∞1耳Eとされているが、講義近のE数民ぎ殺を義務査の

結果はこれをなおTIiilっている。さらに我々がおこなったカルシウムバランススタデイによると潟齢

者カルシウム一日必要悪畿は約8∞mgであった。また、骨粗毅疲健診の現場における絞験から、乳製品

の摂取が不十分である人身のカルシウム摂取量が少ないことが判明している。これらの点から臼本人

のカルシウム摂取特に牛乳あるいは乳製品の摂取をさらに増進することは有F円であると添われる。近

年、乳製品の多毛筆1tが滋んでおり、特に多機能食品としての発欝字しも主主釘されている。;これらの点を
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ふまえて、次若手度以降Il)研究に取り殺みたい。
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乏l5G.1529事

1.092 1.1事事 1‘，011 1.149 

会，0.11号 ま0.132 よ告苧1富7 三;0.181 :l{l.1l6 会0.181 全量 151

40 0.9君事 l.024 
1141.01事5官9 

I.lt9 1.113 1.153 l.l昌哲 1.121 

ciO.151 長 122' が且13l 却 165 三舟.12哲 土札166 ま0，137

50 0，891 0.941 0，967 1.023 I 1自由宮 1.057 1.014 1.035 

CiO司 1% 士0，134 会0.166 :¥0.141 重点17I i{)，146 士0.1官。 土0，154

60 0，774 0，863 0，843 0，921 0.879 0，964 0.891 0，962 

士:0.156 土0.133 ol{).177 iO.l43 土0.183 土0.153 会0.1事2 土0.163

70 0，750 0.848 0.813 。問。 0.850 0.940 0.867 0.946 

「五る
ゴlO.158 土0.149 土.0.182 刻。.159 ci{).194 上立175 i.o.1型5 iO.183 

0，745 0.817 0.782 也君51 0.804 o草91 O.書24 な苦18

:10.133 土.0.¥48 ま息147 :J.{):17l ま.0.167 :W.175 ;;0.15書 季語.162

Actt1at vぉlucsof BMD for田 chvcncbrn in bolh populnti蜘 lS.The vaJucs orc me射をおIIdゑ多4

1・able 5， Ac丸泌M己clぬtI開1開alvalues f(伽。町rp〆》宵ro悦χi治i符ma糊3鴇alf似伽CI初2η3
lroch鴇a剖m詰ler

Age .. Neck W肝d'sTrinnele 

J B 3 。 J B 

20 42 JJ 。.830 0.949 。‘782 0.909 

:Hl.088 士0.072 士0.113 土.0.106

3O 70 119 0.844 0.915 0.777 0.819 

iO.075 却。136 よ:0.0ヲ3 却 .157

40 265 747 0.822 

3 J 7 3  

0.765 

ゴヨ邑告書事 お脅.120 士ii.l48

50 283 1662 0.758 告645 0.704 

全0.072 まj)号聖書 ま.0.148

60 31事 1255 号665 立529 0.626 

土0.091 お.123 ま台.105 土0.139

7告 138 541 0.614 0.728 0:451 0.571 

ま:0.059 民 112 :1.'0.064 土0.128

君。 24 110 0.588 0.665 0.426 0.504 

士0.092 却 116 士0.093 土0.119

Taulc 6. Back誌rOl1l1dd ...色唱... f subj"cts in Ihe study of milk iれtake.

G開¥1評 l Gro¥lp2 Group 3 

n 吾3 33 

全ge 55.0*13.3 61.2*13.3 5玖3念10.6

三蛍~vcighl 61.1土1窃.2 64.4*12.5 65.3念10.9

Hci且hl 159.5*7.1 159.1士宮む 159.4"'6.9 

日2ー

Troch絢nter

J 日

0.642 0.739 

i'O.097 士0.093

0.686 0.730 

土0.093 ;i:苛弓118

古.695 0.119 

iむlJ.O空6 士号 114

告654 o吾号7

主時今082 まO.1l7

0.s84 語る65

邸宅1告3 土0.119

0，565 0.635 

土0.091 ま0.107

0.522 0.588 

却 097 初 .100

p 

<0.05 

<0.05 

IIS 




